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ふ
る
さ
と
農
道
の
除
雪
に
つ
い
て

　

国
道
２
５
７
号
の
迂
回
路
、
市
内
各
施

設
や
国
道
41
号
線
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
と
し

て
重
要
で
あ
る
「
ふ
る
さ
と
農
道
」
の
全

線
開
通
に
伴
う
除
雪
計
画
に
つ
い
て

◆
農
林
部
長

　

農
道
を
整
備
し
た
岐
阜
県
か
ら
財
産

譲
与
さ
れ
た
後
、
除
雪
を
含
む
道
路
の

維
持
管
理
強
化
を
図
る
た
め
、
市
道
認

定
の
協
議
を
建
設
部
と
行
い
ま
す
。

在
宅
介
護
者
へ
の
支
援
強
化
に
つ
い
て

①
特
養
利
用
者
と
在
宅
介
護
者
の
下
呂

市
の
現
状
は

◆
福
祉
部
長

　

平
成
25
年
12
月
現
在
の
要
介
護
認
定

者
は
１
，
９
７
５
人
で
す
。
そ
の
う
ち

施
設
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
は
３
７
２
人

で
、
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
は
１
，

２
７
２
人
で
す
。

②
在
宅
介
護
者
に
対
す
る
支
援
額
の
増

額
に
つ
い
て

◆
福
祉
部
長

　

在
宅
介
護
を
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
へ

の
支
援
は
、
条
件
も
あ
り
ま
す
が
介
護

用
品
券
を
支
給
し
て
い
ま
す
。
今
年
度

の
実
績
は
２
５
２
人
で
３
万
円
分
を
63

人
、
２
万
円
分
を
１
８
９
人
に
支
給
し

ま
し
た
。
現
在
の
と
こ
ろ
、
増
額
は
予

定
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
券
が
良
い
の
か

他
の
方
法
が
良
い
の
か
検
証
し
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。
制
度
改
正
に
伴
う

在
宅
介
護
へ
の
財
政
的
影
響
も
踏
ま
え

な
が
ら
、
在
宅
介
護
を
支
援
す
る
サ
ー

ビ
ス
基
盤
を
整
え
、
家
族
介
護
支
援
の

在
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
ま
す
。

◆
福
祉
部
長

　

制
度
改
革
の
具
体
的
な
内
容
は
ま
だ
十

分
な
情
報
が
あ
り
ま
せ
ん
。
市
町
村
事
業

の
財
源
は
介
護
保
険
料
が
充
て
ら
れ
る
見

込
み
で
あ
り
、
市
町
村
の
特
性
に
あ
っ
た

サ
ー
ビ
ス
提
供
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

中
山
間
地
域
の
特
性
を
踏
ま
え
た
サ
ー
ビ

ス
基
盤
を
整
え
、
提
供
し
て
い
く
に
は
多

く
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。

②
養
護
老
人
ホ
ー
ム
で
は
介
護
が
必
要

な
人
が
増
え
て
お
り
、
ま
た
特
養
施
設

で
は
、
入
所
者
制
限
や
利
用
料
の
引
き

上
げ
、
居
住
費
・
食
費
の
補
助
縮
小
な
ど
、

負
担
増
が
目
白
押
し
で
す
。
施
設
介
護

を
取
り
巻
く
環
境
が
厳
し
さ
を
増
し
て

い
る
な
か
、
市
と
し
て
ど
の
よ
う
に
支

援
し
て
い
く
の
か
。

◆
福
祉
部
長

　

市
立
の
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
特
養
施

設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
や
、
整
備
・
改

修
を
順
次
計
画
的
に
進
め
て
い
ま
す
。

③
医
療
・
介
護
が
連
携
し
て
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
「
地
域
包
括
ケ
ア
」
の
柱

「
24
時
間
地
域
巡
回
型
サ
ー
ビ
ス
」
の
現

状
と
将
来
見
通
し
は
ど
う
か
。

◆
福
祉
部
長

　

下
呂
市
は
、
集
落
が
分
散
・
点
在
し

て
お
り
、
事
業
と
し
て
の
採
算
性
が
と

り
に
く
く
、
新
規
参
入
事
業
者
も
望
め

な
い
う
え
、
24
時
間
対
応
可
能
な
マ
ン

パ
ワ
ー
の
確
保
も
大
き
な
課
題
で
す
。

そ
の
た
め
、
24
時
間
対
応
の
定
期
巡
回
・

随
時
対
応
訪
問
介
護
・
看
護
サ
ー
ビ
ス

へ
の
取
組
み
に
は
、
市
の
実
情
に
あ
っ

た
方
法
を
慎
重
に
検
討
し
ま
す
。

障
が
い
者
支
援
に
つ
い
て

①
下
呂
市
初
の
就
労
継
続
支
援
Ａ
型
及

び
Ｂ
型
事
業
所
に
対
す
る
、
市
と
し
て

の
支
援
策
に
つ
い
て

◆
福
祉
部
長

　

市
と
し
て
運
営
に
係
る
財
政
的
支
援

は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
事
業
所
に
対

し
て
星
雲
会
館
の
清
掃
業
務
の
委
託
や

観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
封
筒
詰
め
な
ど

の
役
務
の
提
供
を
行
い
、
事
業
所
利
用

者
の
工
賃
の
ア
ッ
プ
に
繋
が
る
よ
う
な

取
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

②
特
別
支
援
学
校
の
卒
業
生
に
対
す
る

市
と
し
て
の
就
労
支
援
策
に
つ
い
て

◆
福
祉
部
長

　

卒
業
生
の
就
労
は
、
支
援
学
校
の
進

路
指
導
担
当
教
師
の
ご
努
力
に
頼
っ
て

い
る
現
状
で
す
。
市
で
は
障
が
い
者
自

立
支
援
協
議
会
の
中
に
就
労
部
会
を

設
け
、
現
状
と
課
題
を
拾
い
出
し
、
今

後
の
方
向
性
に
つ
い
て
協
議
し
て
い
ま

す
。

高
す
ぎ
る
国
保
税
の
大
幅
値
下
げ
で
暮
ら

し
応
援
を

　

４
月
か
ら
の
消
費
税
増
税
と
公
共
料

金
の
値
上
げ
で
、
暮
ら
し
が
大
変
な
今

だ
か
ら
こ
そ
、
高
す
ぎ
る
国
保
税
の
大

幅
値
下
げ
が
必
要
で
す
。
３
年
間
で

一
人
平
均
４
万
円
も
の
値
上
げ
を
し

た
結
果
、
基
金
が
３
億
、
予
備
費
が

２
億
５
千
万
円
も
あ
り
ま
す
。
国
保
の

県
広
域
化
を
視
野
に
、
一
人
当
た
り
毎

年
１
万
円
の
引
き
下
げ
は
で
き
る
は
ず

で
す
。

◆
市
民
部
長

　

下
呂
市
は
、
平
成
25
年
11
月
現
在
で

一
人
あ
た
り
の
医
療
費
が
県
内
の
市
で

１
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。
反
対
に
一
人

あ
た
り
の
保
険
税
は
12
位
、
医
療
費
に

対
す
る
税
の
割
合
は
28
％
で
18
位
と
い

ず
れ
も
低
い
位
置
に
あ
り
ま
す
。
国
保

会
計
の
安
定
運
営
を
第
一
に
考
え
運
営

し
て
い
ま
す
。

介
護
保
険
に
お
け
る
負
担
増
と
利
用
制

限
に
つ
い
て

①
要
支
援
者
へ
の
訪
問
・
通
所
介
護
が

介
護
保
険
か
ら
外
さ
れ
市
町
村
事
業
に

な
る
と
、
財
政
力
の
差
で
サ
ー
ビ
ス
の

拡
充
が
難
し
く
な
る
の
で
は
な
い
か
。

今 井 政 良 議 員

２　番

吾 郷 孝 枝 議 員
11　番

（日本共産党）
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②
財
政
健
全
化
に
つ
い
て

◆
市　

長

　

平
成
26
年
度
か
ら
は
地
方
交
付
税
の

合
併
算
定
替
に
よ
る
特
例
期
間
も
終
了

し
、
段
階
的
な
削
減
に
入
っ
て
い
き
ま

す
。
こ
の
状
況
に
手
を
拱
い
て
い
る
わ

け
に
も
行
か
な
い
の
で
、
関
係
団
体
と

共
に
合
併
し
た
自
治
体
に
対
す
る
財
政

支
援
を
国
に
要
望
し
ま
す
。
実
際
、
国

に
お
い
て
も
交
付
税
予
算
が
削
減
さ

れ
、
下
呂
市
の
当
初
予
算
で
も
減
額
で

計
上
し
て
い
ま
す
。
ま
た
労
働
生
産
人

口
の
減
少
に
伴
う
市
税
の
減
少
も
避
け

ら
れ
ま
せ
ん
。
健
全
で
持
続
可
能
な
下

呂
市
を
目
指
し
て
、
組
織
の
見
直
し
・

公
の
施
設
の
見
直
し
・
庁
舎
の
一
本
化

に
よ
り
経
費
の
削
減
が
必
要
で
す
。
議

会
と
も
議
論
し
な
が
ら
、
下
呂
市
の
財

政
健
全
化
に
向
け
て
進
ん
で
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

障
害
が
多
い
の
で
早
急
の
対
応
を

◆
総
務
部
長

　

山
間
地
域
な
の
で
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

環
境
・
ラ
ジ
オ
の
受
信
状
況
な
ど
充
分

で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
関
係
機
関
に

働
き
か
け
を
し
て
い
き
ま
す
。

④
観
光
誘
客
に
つ
い
て
の
取
り
組
み
に

つ
い
て

◆
観
光
商
工
部
長

　

街
歩
き
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
が
増
え
て

く
る
と
考
え
、
魅
力
あ
る
ふ
る
さ
と
を

創
り
、
そ
こ
に
多
く
の
お
客
様
を
お
迎

え
し
、
賑
わ
い
を
生
み
出
し
、
地
域
が

活
性
化
し
て
い
け
る
よ
う
街
歩
き
を
誘

発
し
て
い
ま
す
。

⑤
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
・
旧
下
呂
館
跡

地
・
下
呂
温
泉
病
院
跡
地
の
取
り
組
み

の
現
状

◆
環
境
部
長

　

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
更
新
は
、
地
元

地
域
の
皆
様
の
苦
渋
の
選
択
に
よ
り
、

現
施
設
の
炉
を
更
新
す
る
方
向
で
協
議

を
進
め
て
い
ま
す
。
現
在
は
地
域
振
興

策
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
経
営
管
理
部
長

　

２
つ
の
跡
地
に
つ
い
て
は
、
市
街
地

全
体
の
中
で
有
効
活
用
を
検
討
し
て
い

ま
す
。
研
究
会
の
検
討
結
果
を
基
に
、

計
画
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

⑥
今
後
10
年
の
市
の
財
政
見
通
し
は

◆
経
営
管
理
部
長

　

財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
も
示
し

し
ま
し
た
が
、
平
成
31
年
度
に
向
け
て

大
変
厳
し
い
状
況
で
す
。
下
呂
市
の
未

来
を
つ
な
げ
る
た
め
に
、
公
の
施
設
の

見
直
し
、
組
織
の
見
直
し
等
、
多
く
の

課
題
に
取
り
組
み
ま
す
。

下
呂
市
市
制
施
行
10
周
年
を
契
機
に

　

次
の
10
年
を
見
据
え
、
初
年
度
に
あ

た
る
26
年
度
予
算
の
骨
子
に
つ
い
て
、

市
長
の
考
え
を
問
い
ま
す
。

　

今
後
、
税
収
等
の
歳
入
減
、
一
方
で

は
民
生
費
な
ど
の
歳
出
増
が
予
想
さ
れ

る
中
、
財
政
健
全
化
に
ど
の
様
に
取
り

組
ま
れ
る
の
か
伺
う
。

①
平
成
26
年
度
の
重
点
施
策
に
つ
い
て

◆
市　

長

　

新
年
度
予
算
で
は
、
い
わ
ゆ
る
目
玉

事
業
は
あ
り
ま
せ
ん
。
身
の
丈
に
合
っ

た
堅
実
な
予
算
で
あ
り
、
ソ
フ
ト
面
を

重
視
し
た
予
算
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
「
将
来
世
代
の
負
担
軽
減
」
と
い
う

こ
と
を
十
分
配
慮
し
、
人
件
費
の
削
減

や
事
務
事
業
の
見
直
し
な
ど
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
ま
た
「
将
来
世
代
」
に

向
け
て
は
、
小
中
学
生
の
医
療
費
の
無

料
化
や
第
３
子
以
降
の
保
育
料
の
免
除

な
ど
の
事
業
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、

水
ぼ
う
そ
う
・
お
た
ふ
く
か
ぜ
の
予
防

接
種
に
つ
い
て
助
成
額
を
増
額
し
て
い

ま
す
。
こ
う
い
っ
た
施
策
に
よ
り
、
た

く
さ
ん
の
子
ど
も
が
産
ま
れ
、
健
や
か

に
育
っ
て
欲
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

市
政
施
行
10
年
が
経
過
し
た
現
在
、
市

が
抱
え
る
様
々
な
課
題
に
つ
い
て

　

将
来
を
見
据
え
た
対
策
が
さ
ら
に
必

要
で
あ
る
。
そ
こ
で
次
の
点
に
つ
い
て

伺
う
。

①
高
齢
化
率
３
４
．９
％
の
現
在
、
今
後

も
高
齢
者
人
口
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る

が
、
市
と
し
て
高
齢
者
福
祉
の
長
期
的

な
取
り
組
み
は

◆
福
祉
部
長

　

団
塊
の
世
代
が
75
歳
以
上
と
な
る

２
０
２
５
年
を
視
野
に
入
れ
、
医
療
機

関
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
、
生
活
支
援
や
介

護
予
防
事
業
が
一
体
的
に
提
供
さ
れ
る

「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
の
構
築

を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

②
庁
舎
の
一
本
化
に
対
す
る
考
え
に
つ

い
て
、
市
民
の
声
を
聞
き
慎
重
に
進
め

て
ほ
し
い
。

◆
市　

長

　

下
呂
市
新
庁
舎
整
備
検
討
委
員
会
を

立
ち
上
げ
、
協
議
を
行
っ
て
い
ま
す
。
市

民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
、
市
民
説
明
会
を

実
施
し
、
市
民
の
声
を
聞
き
進
め
ま
す
。

③
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て
（
情
報
伝
達
）
情
報
無
線
等
あ
ら
ゆ

る
方
法
で
実
践
さ
れ
て
い
る
が
、
国
道

の
洞
門
や
ト
ン
ネ
ル
等
ラ
ジ
オ
の
電
波

伊 藤 嚴 悟 議 員

８　番

中 島 達 也 議 員

13　番

項　　目 16年 26年 増　減
人　　　　口 40,097人 35,429人 ▲4,668人
保 育 園 児 1,038人 907人 ▲131人
小　学　生 2,282人 1,611人 ▲671人
中　学　生 1,160人 930人 ▲230人
高齢化率（65歳以上） 29.8% 34.9% 5.1%
下呂市の市税 48億9千万円 45億8千万円 ▲3億1千万円
民　生　費 38億6千万円 49億6千万円 11億円

ホテル・旅館・保養所 122件 93件 ▲29件
市 職 員 数 843人 634人 ▲209人
議 員 定 数 26人 16人 ▲10人

合併10年  下呂市の推移


